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要旨 

こ集合知としして、積極的に知材を共有するためには、その公開と交換のための誰もが活用できるインターフェー
スとプロトコルが広く公開されていなければならな い。本研究では、そのための具体的なインターフェースおよ
びプロトコルの提案と、知材の所在 を容易に知るための検索の方法論について論じる。 

 

集合知相互運用のための 

コンテンツ公開標準化技法および連想検索技法の研究 
 standardization of publishing contents and associated technique researchers 

for interoperability collective knowledge 
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